
 

７ 地域ケア会議の推進

 

１）地域ケア会議の機能 

 地域ケア会議の機能について

示します。 

 

地域ケア会議では、個別課題

課題解決に向けた関係機関の

政策形成につなげることなどが
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推進 

について、改めて、地域包括支援センター運営マニュアル

個別課題の解決のみを目的とすることなく、地域の

の連絡調整・役割分担や必要な地域づくり・資源開発

につなげることなどが求められます。 

                      地域ケア会議の機能 

<「地域包括支援センター運営

2012（Ｈ24．3）」より> 

マニュアルに基づき

の課題を把握し、

資源開発を行い、

運営マニュアル 
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このような各機能の相互の有機的な関連のもと、地域の実情に応じて、参加者や設置範

囲の異なる地域ケア会議やその他の会議を組み合わせることが必要になります。 

先に示しました（６ 本県における地域ケア会議の定義）イメージ図等と併せて、推進

のための理解を深めていただきたいと思います。 

 

２）地域ケア会議の推進のポイント 

 本県における取り組みの中で検討された推進のポイントを紹介します。 

 

■ポイント１ 

「地域での暮らしを支える」ということをしっかり捉えること 

   要援護者や家族の孤独をつくらない！ 

■ポイント２ 

「地域課題」を把握するためには、地域包括支援センター等専門職による地区把握は大

前提 

   現場に出る！ 
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■ポイント３ 

地域の将来像を見据えた地域づくり 

中長期的な地域課題を把握し、施策や体制づくりに反映させる！ 

■ポイント４ 

当事者主体のボトムアップな仕組みづくり 

ＡＤＬからＱＯＬ（生活の質）をベースとした支援へ！ 

■ポイント５ 

地域に関係する支援者が責任を共有する仕組みづくり 

  社会福祉協議会等との連携を考える！ 

■ポイント６ 

地域ケア会議は個別課題を地域課題に変換するための要となるツールである 

  単なるサービス調整会議に終わらせてはいけない、「地域づくり」を常に意識した会議

運営をする！ 

■ポイント７ 

まず、庁内の関係部署・者が集まり、地域課題と向き合う 

  組織内外の枠組みを外して考え合う！ 


